平成２０年度　学校経営方針　
１、学校経営の基調　
　義務教育の使命は、一人一人の可能性を引き出しながら、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」のバランスのとれた「生きる力」の育成を図ることである。理念としては、①生涯学習の基礎段階期間として、生涯にわたって意欲と向上心をもって学び続けながら自己実現を図りつつ社会に貢献できる人間の基盤を確立させる。さらに、②明日の地域を担う人材育成という観点から、地域の一員としての誇りを持ち、地域振興・発展のために貢献しようとする態度を培うこと、を掲げる。以上を念頭に、校訓「生き生きとした目と心をもった子供の育成」を合い言葉に、教育目標の具現化を図る。
経営にあたっては、常に学ぶ主体である児童一人一人の側に立ち、教職員個々の力量の向上を図りながら協働機能（組織力）を十分発揮させ、学校の教育力を高める。また家庭・地域との連携を深めながら「開かれた学校」を推進し、地域社会に信頼される学校を目指す。

２、学校経営　～　５本の柱
（１）　「確かな学力」の定着

「確かな学力」については、「基礎・基本的な知識・技能とそれらを活用する思考力、判断
力、表現力等」とおさえ、相互に関連づけて取得させ育てていくべき力ととらえる。そのためには、まず一人一人の学ぶ意欲を喚起させ、「わかる楽しい授業」の展開が不可欠である。反復・ドリル等を通した徹底した指導や学習活動・教材の工夫改善が求められる。そして習得した基礎基本的内容を生活と関連づける場の工夫や、児童個々の能力に応じた転移・発展的な学習活動も保証していかなければならない。「教えるべきことは徹底して教える。その上でじっくり考えさせ、習得したことを柔軟に活かすこと」をより意識した指導支援が求められている。また今後ますます重要とされる「コミュニケーション力」を高める一環としても、文章や言語等を通した表現力の育成の充実化を図る。

なんといっても「確かな学力」の定着は、教材の本質等をとらえる目とともに、指導計画
作成、指導形態や学習活動の構成等、適切に授業を設計する力、児童の実態を的確にとらえる力等、指導者の力量いかんにかかっている。個々の指導力を高めながら組織としての教育機能の充実化を図り、教育効果を高めることを学校経営の根幹にすえる。その一環としての校内授業研修の充実深化を図る。
一方、本校の実態からも特別支援教育の推進・充実が極めて切実な課題である。それぞれのニーズに即した個別指導計画にもとづく指導支援の工夫に努め、個々の持てる力を最大限に発揮させたい。そのためにもコーディネーターを中心とした校内委員会をより機能させ、関係機関との連携を図りながら、組織的に、臨機応変に取り組んでいく。
（２）　「豊かな心」の育成
「豊かな心」を育む上で、児童にとって常に安定した学校・家庭生活を過ごせることが前提である。学校においては、師弟の信頼感、学習生活集団での児童相互のよりよい人的関係を築く事が何より大切である。そのためには、日々の授業改善とともに、認め合い分かり合う学級集団作りを進め、どの子にとっても「居心地の良い」環境づくりに努める。

心の教育は、道徳教育を中核とし、全教育活動において進められるものである。その際、適時的な素材・資料の導入、体験活動やふれあい活動等を効果的に取り入れ、「心に響く・実感する・感動する」場面を大切にしながら、思いやりのある心情、規範意識等の育成に努める。また「あいさつ」は、「心をつなぐ合い言葉」である。全校的な取り組み・学級の取り組みでの手だてを工夫し「あいさつの定着・習慣化」を目指す。
さらに生命の大切さを実感させる性教育の推進とともに、栽培・生産活動等に取り組む。
食生活を含めた基本的生活習慣の定着化も、健全な心を育む大事な側面である。家庭への啓蒙も含めた「食育」を推進する。
いじめや不登校の防止と対策については、「児童間の良好な人間関係の構築を基本に、児童
観察・理解に努め情報交かんを密に行うこと。兆候（サイン）を見逃さず、迅速に対応すること」を鉄則とし、全職員一丸となって取り組む。「校内ネットワーク」やQUテストの活用を生かしながら、児童の学習・生活環境の安定・充実に努める。
（３）　健康・体力の増進と特色ある教育活動の推進
　健康や体力は、物事を成す上での基盤である。教科体育、水泳（記録会）、スケート（記録
会）、戸外活動等をとおし、健康・体力づくりと精神面のたくましさを育む。
　また、上の記録会に加え全校合唱、全校縦割り班「春夏秋冬の集会」、長靴アイスホッケー
等は、学校（地域）の教育環境や特性を生かした特色ある教育活動、伝統ある「学校の顔」
としてもいっそう充実させる。
さらに、定期的な身体計測や新体力テスト等のデータ結果・分析を生かした指導・手だて
を適切に行い、児童の体位の向上、健康保持・増進を図る。
（４）　教育環境の充実

　「環境が人を作る」と言われる。整った環境のもとで、じっくり集中して物事に取り組む
ことにより教育効果も期待できる。豊かな環境は潤いのある学校生活を意味し、心情面の育
成にもつながる。常に整理整頓されたきれいな学舎でありたい。教室や廊下・体育館の壁面、空間等を利用した掲示活動の工夫充実に努める。また、コスモス花壇での活動や「一人一鉢」活動（仮称）をとおした花のある環境づくり等に取り組む。
　あわせて、「教職員が児童にとって身近で最も影響力のある教育環境である」ことを肝に命
じ、日々の教育活動に励みながら、児童、さらには保護者との適切な対応に配意していく。

（５）　「開かれた学校」の推進

学校教育は、家庭や地域と連携し一体となって進めることでより効果が期待できる。
地域の教育環境・資源（含人材）を生かした教育活動の推進を図る一方、伝統行事となっ

ている「子どもの成長を見る会」等の地域行事の意義をふまえ、積極的に参加する。また防犯面への協力も含め、地域・家庭への情報発信を密に行う。ＨＰ（ブログ）のいっそうの充実化（適時的な更新）も図る。一方、学校の施設・設備の地域への開放、人的資源の提供（サービス）も前向きに行う。
また、学校評議員制度の活性化に努めると共に、アンケート形式による地域や保護者対象の学校評価への参加システムを継続して取り入れ、自校評価の参考資料として生かす。
３、中西別小の教育目標

　　　　校訓；生き生きとした目と心をもった子ども　

　　　　健康で　自分の考えを　しっかりもち、思いやりのある　子

　　　　・・・　　やる気、根気、元気と　思いやりの心を育てよう　・・・
　　　○　友達と仲良くし、思いやりの気持ちを持つ子　　　　　　　　　　（豊かな心情）

　　　○　目あてをもって最後までがんばる子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（向上心）

　　　○　健康安全に気をつけ、規則正しい生活をする子　　　　　　　　（健康・安全）

４、目指す子ども像




５、教育目標具現化の主な視点　

	教育目標
　
	健康で　自分の考えをしっかり持ち、思いやりのある子

	
	目あてをもって　最後までがんばる子
	友達と仲良くし　思いやりの気持ちを持つ子
	健康安全に気をつけ、規則正しい生活をする子

	
	―　やる気、根気、元気と　思いやりの心を　育てよう　－

	具現化の

視点

（方法・機会等）

　　　
	　学力向上
（授業力向上）
・基礎基本の習得

・個に応じた指導

・授業の改善

・複式指導の充実

　　（自学自習）

　・読書活動の推進
　・学習習慣　

　校内授業研究の推進
　・算数科の授業研究

　・複式指導の研究　
　　
　特別支援教育の推進

　・適切な児童理解

　・個別指導計画の整備、更新

　・交流活動の工夫
　・教育相談委員会の機能発揮
表現活動の充実

・作文力の向上

・学芸会への取り組み
　・全校合唱
　・「子どもの成長を見る会」（学習発表等）
地域の教育環境・資源
を生かした活動

　・中西別公園、シカルンナイ川、西別川等での体験・調査活動
・地域の人材活用

　　（生活科・総合等で）
	「あいさつ」、はきはきした応答の定着
・強化週間、ポスター等での意識化

・継続指導、声かけ

・職員の率先垂範

豊かな心の育成
・道徳の時間の充実

・読書活動の推進
・福祉体験活動、高齢者等とのふれあい交流活動

・性教育の推進

・生産栽培飼育活動
・全校合唱
いじめ・不登校防止・対応
　・学習生活集団づくり

　・適切な児童理解と職員間の情報交換と共有、迅速な対応

　・教育相談委員会の機能発揮
　

企画力・実践力の育成

・児童会活動

　（縦割り班による全校キャンプ等季節の集会、運動会・学芸会実行委員会、１年生を迎える会、卒業生を送る会等）
　・全校遊び　　等

	運動技能・体力向上
・教科体育の充実

・水泳・スケート学習（全校記録会）
・長靴アイスホッケー

・運動会

・新体力テスト

・全校遊び　・外遊び

＊スポーツ少年団活動

基本的生活習慣の定着
・清掃指導
　・生活適応指導

　・給食指導（食育）

　・家庭への啓もう
　
食育
　・給食指導

　・教科等での指導

　

安全指導の推進
・職員の防犯講習会
・避難訓練
・交通安全指導
・マニュアルにもとづく研修



６、重点課題　

　（１）　学力の向上　　
～　意欲を促し、わかる楽しい授業の創造をめざし　　～

①基礎基本的な指導内容のおさえと学年の系統性を踏まえた指導

②意欲を喚起する、教材・学習活動の工夫

③日常実践による授業の工夫改善（個に応じた指導方法の工夫、個別指導・支援の場
の確保）
　　　　・理解、習熟の度合いに対応した、反復練習、スキルの継続・強化とともに学び取
ったことを活用した応用・発展的な学習、探求的学習の保証
　　　④校内研究授業の推進

　　　　・算数科を中核とした、児童の実態に即した授業研究
　　　　・複式授業の在り方に関わる研修　　　
⑤複式指導の充実

　　　　・間接指導を生かす直接指導の充実

　　　　・間接指導時の自学自習の定着化をはかる学習訓練（学習の進め方）　　

　　　　＊別複の事務局としての業務推進　　

　　　⑥自学自習の定着化を図る
・読書活動の推進　　・観察調査学習の推進　　・日記、家庭学習の習慣化
・ＰＣ操作による情報収集・調べ学習

（２）　特別支援教育の推進
①適切な児童観察・理解に努め、職員間の情報交流を密に行い共通理解を図る

②個別の指導計画の作成と実態を考慮した更新に努める

③個の「もてる力」が発揮できる当該学級との交流学習の工夫

④教育相談委員会の機能発揮と関係機関との連携等により指導支援の充実化を図る
（３）　言語・文章表現力の向上を図る
　　　①伝え合う力の強化・充実に努め、言語表現・文章表現力の向上を図る。

・作文の時間の充実　　・全校的な日記（絵日記）の継続指導

・観察文、報告文、まとめの表現等「総合的な学習の時間」等との横断的な指導
　　　　・「集会」「子どもの成長を見る会」等での発表の機会の設定

　　　②学芸会の「劇」の指導
（４）　「あいさつ」や的確な「返事・応答」の定着化を図る
　　　①意識・関心を高め、行動化への環境づくりなどの工夫
　　　　・「あいさつ強化週間」の設定　　　・ポスターでの「あいさつ」の呼びかけ

　　　　・恒常的な支援（声かけ）や積極的な称賛・励まし

　　　　・日常の授業や生活で、正しい「返事・応答」を促す場面の設定

（５）　心の教育の推進

　　　①道徳の時間の充実

　・効果的な素材、資料の導入による「心に響く」道徳の時間の展開

　・「心のノート」の効果的な活用
　・地域の人材活用（指導者・支援者に）

　　②全教育活動での適時性のある道徳の指導　
　　③福祉施設の訪問や高齢者等とのふれあい交流活動等の体験活動
　　④童話や名作などの読書活動（読み聞かせ）の充実

　　⑤「生命の大切さ」を実感させる性教育、植物や花の生産栽培活動の推進
　　⑥表現力と共に感性を培う全校合唱

（６）　「いじめ・不登校」　の防止に努める　（発生に際しての迅速な取り組み）

　　　①児童間、師弟間の良好な人的関係づくりに努める

　　　　・認めあい、励まし合う集団　　　　・教職員への信頼感

　　　②児童個々の存在感や持ち味（良さ）が発揮される学級づくり、役割分担

　　　③個々の児童に関わる的確な実態把握
　　　　・職員間の密な情報交換　　・ＰＣ画面を通した個々の児童の状況（言動等）共有　　

④教育相談委員会を機能させ、いじめなどの早期発見とともに対応策等を協議し組織的に解決をはかる。（マニュアルの活用）　

（７）　基本的な生活習慣の定着と食育の推進

　　①生活適応指導の徹底

　　　・「準備、片付け、整理整とん、忘れ物」、毎朝の健康チェック（朝食）
②清掃指導、歯みがき指導　　　

　　③食育の推進

・給食指導で、教科・道徳・学級活動で（年度当初、カリキュラムに指導単元・場面を洗い出しておく）

・栄養士等専門家を招いての講話（児童向け・教師向け）

・保護者への啓もう（給食試食会、専門家の講話会への参加）

（８）　地域と連携・一体化した学校運営（開かれた学校）
　　①　「子供の成長を見る会」「長靴アイスホツケー大会」等地域行事への参加

　　②　学校のＨＰ（ブログ）のタイムリーな更新・行事のＰＲ、学校便り等各種便りの工夫・改善　

　　③　学校評議員制度の推進
　　④　アンケート形式による地域一般、保護者の学校評価への参加システムの推進
７、特色ある教育活動　　　　　　　　　　　　　　　
①　体力作り、技能の向上を目指した水泳・スケート学習（記録会）
すいすい、びゅんびゅん　速力アップ
　　　　　　　　　（全校水泳・全校スケート）　

　　ア、ねらい・意義

　　　○持久力等の体力の強化を図る。

○水泳とスケートの技能の向上をめざす。

　　　○目標に向かって最後までやりぬこうとする気力、粘り強さを養う。

　　イ、実施要領

・全教員の組織的な指導で行う。（全体指導・グループ指導・個人指導）
　　　　　・進級テスト、記録会の実施。認定証の授与。
　　　　　・保護者への記録会の公開
②　地域行事「長靴アイスホッケー大会」への参加
氷も友だち　中西児（なかにしこ）
ゴール目指して　スティックたくみ
　　　　　　（長靴アイスホッケー）　

ア、ねらい・意義

　　　○長靴アイスホッケーに親しみながら、体力を向上させると共に、長靴アイスホッケーの楽しさを味わう。
　　　○各年代の地域の多くの人たちと一緒に長靴アイスホッケー大会に参加し、地域の良さや地域の一員としての意識を育てる。
イ、実施要領
　・学年ブロックごとにチームを編成して練習し、ゲームを行う

　　　　　・地域行事「長靴アイスホッケー大会」へ参加する　　
③　全児童間の絆を深め、実践力と思いやりの心を育む全校縦割り班活動

縦割パワー全開、春夏秋冬　たのしい集い　

　　　（運動会、春夏秋冬・各集会への取り組み）　　

　　ア、ねらい・意義

○集会の企画、準備、運営等の体験を通し、自主性・実践力を高める。

○上級生のリーダー性発揮の大切さを実感させるとともに、思いやりの心を育む。

イ、実施要領　等　　　　　　　　　　　※　指導部の児童会活動　（指―　　）　を参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④表現力の向上を目指した全校合唱、発表集会
響きあう声、伝わる心で　広がる輪

　　　　　　　（　全　校　合　唱　）　　

　　ア、ねらい・意義

　　　　　○全校児童の合唱技能、表現力を高める。

　　　　○全校生が集い、歌う楽しさを感じさせ、仲間意識を育む。

　イ、実施要領

　　・週一回、朝の時間帯（８：２５～８：３５）に実施。

⑤豊かな心を育む生産栽培活動
育てよう！　大地の恵みと　わたしたちの花を

　　　　（学校園生産活動、花の栽培活動）　　

　　　　　～　学校園でのジャガイモの生産活動、全校生による「花いっぱい活動」、コスモスの種植え（低学年）

ア、ねらい・意義

　　　　　○学校園での生産活動と花の栽培活動（世話）を通し、勤労観を育む。

　　　　　○生産活動と花の栽培を通し、生命尊重意識を高め豊かな情操を養う。

　　　　　　　○地域の高齢者を講師とした交流活動の一環とする（コスモスの種植え）
　　　　イ、実施要領

　　　　　　・全校児童が、自分の鉢（プランター）に苗を植え、花を育てる。　

　　　　　　・鉢（プランター）をおく場所は、通常は職員室の窓下






生き生きとした目と心「生きる力」が育っている





★明るく生き生きとした子


・元気なあいさつ、はきはきした応答、覇気


★責任感や行動力がある子


　・意欲（積極性）、根気、計画・実行（企画実践力）、


リーダーシップ


★思いやりがあり、協力する子


　・下級生のめんどう、優しさ、気配り（声かけ）


豊かな情操、協力、励まし・認め合い











★よく考え、めあてをもっ


て学習に励む子


　・創意工夫、試行錯誤、習


得事項の活用


　・課題解決への努力、向上


心


★自学自習に向かう子


　・複式授業（間接場面）へ


の取り組み


　・読書、家庭学習、日記


★自分の考えを持って表現


しようとする子


　・言語、文章








★めあてをもって運動


に励む子


　・チャレンジ性、向上心


★進んではたらく子


　・掃除、勤労、奉仕


・家の手伝い


★健康や安全を考えて


生活する子


　・早寝早起き等規則正しい生活、正しい食事


・運動、外遊び


・危険の予知
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